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●最初に、次の質問に答えてみてください。
※最低点0点 ～ 最高点10点

①今から10年前、
あなたはどの程度幸せでしたか？

②今、
あなたはどの程度幸せですか？

③今から10年後、
あなたはどの程度幸せだと思いますか？
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• このパターンは、共有された人間発達の信念であると解釈されてきた
(Heckhausen et al., 1989; McFarland et al., 1992; Staudinger et al., 2003)  

• “Life gets better and better”は、暗黙の人生観である
(Peetz & Wilson, 2008, Ross & Newby-Clark, 1998) 

人生満足感の主観的上昇

一般的な傾向として、「過去」の人生満足感は、
「現在」の満足感よりも低く評価され、
「現在」の満足感は「未来」よりも低く評価される。

＝過去＜現在＜未来 (e.g., Busseri et al., 2009; Wilson & Ross, 2000)
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主観的上昇の発達的変化 (Busseri et al., 2013)

• N = 3,871
• アメリカ人
• 30～84歳
•
• 人生満足感: 0～10点

• 過去: 10年前
• 未来: 10年後

若者ほど主観的上昇が高く、高齢になると逆になる。 4



実際の変化との関連 (Lachman et al., 2008)

• N = 3,793
• アメリカ人
• 24～74歳 (T1)

• 人生満足感: 0～10点

• 過去: 10年前
• 未来: 10年後

“Gets better” の信念は、現実を反映したものとは限らない
(Lachman et al., 2008, Peetz & Wilson, 2008; Wilson & Ross, 2001)

➜幻想的上昇(illusory improvement)に着目

主観的な変化

実際の変化

T1時点で22-34歳の
年齢層のデータ

●10年間縦断データ
各時点での「現在」
についての評価

T2時点からT1時点を
振り返った時の評価
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主観的上昇の文化差 (Hong et al., 2019)

• N = 4,963 (US)
• N = 1,027 (Japan)

• 人生満足感: 0～10点

• 過去: 10年前
• 未来: 10年後

主観的上昇は、日本では弱く、高齢になるとより悲観的になる
➜評価が現実的とも言える？(e.g., Guo et al., 2012; Lam et al., 2005)
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なぜ、過去より今を高く評価するのか？

• 「人が、自分の人生に重要な影響を与える力を
自分でコントロールしていると考える程度」 (Pearlin et al., 1981, p. 340)

➜「幻想的上昇」も同様のプロセスか？

●人生のコントロールの感覚(sense of control)

文化
(JPN = 1; US = 0)

人生満足感

コントロール
の感覚

間接効果 d = -.39

●コントロールの感覚の媒介効果に関するメタ分析(中里, 2016)
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(回顧された) 過去 現在

回顧された過去

現在

現実的評価

コントロール感高い

コントロール感低い

過去

仮説の図

• Study 1a: 横断調査
➜主観的上昇の文化差

• Study 1b: 横断調査
（パンデミック下）

➜主観的上昇の文化差

• Study 2: 縦断調査
（1年間）

➜幻想的上昇の文化差
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回顧された過去 現在

回顧された過去

現在

主観的上昇
弱い

コントロール感高い

コントロール感低い

仮説の図

• Study 1a: 横断調査
➜主観的上昇の文化差

• Study 1b: 横断調査
（パンデミック下）

➜主観的上昇の文化差

• Study 2: 縦断調査
（1年間）

➜幻想的上昇の文化差
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n = 4,805 (年齢の範囲 = 30-79歳, 平均年齢 = 54.36, 女性 = 53%)

n = 1,027 (年齢の範囲 = 30-79歳, 平均年齢 = 54.60, 女性 = 51%)

MIDUS & MIDJAのデータを二次利用

-回顧された人生満足感 (0-10):
“10 年前を振り返ってください。その時のあなたの人生は、どのくらいだったとお考えですか。”

-現在の人生満足感 (0-10):“あなたの人生は、最近どのくらいだとお考えですか。
「もっとも悪い」を0、「もっとも良い」を10として、０から１０であてはまる数字に○をつけ
てください。”

-人生のコントロールの感覚 (0-10):“最近、あなたは、人生を、どの程度コント
ロールしていますか。?”

方法
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p < .001, ηp
2 = .05

p < .001, ηp
2 = .00

p < .001

ηp
2 = .05

p < .001

ηp
2 = .15

主観的上昇は、アメリカの方が日本よりも強い。
その文化差は、アメリカのコントロール感の高さで説明可能。

結果

文化
(JPN = 0; US = 1)

人生満足感の
主観的上昇

(現在 – 回顧された満足感)

コントロール感β = .45*** β = .32***

β = .15***

→ .01

標準化間接効果 = .14***, 95%CI [.13 .16]
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回顧された過去

現在

回顧された過去
現在

パンデミック
の影響

パンデミック
の影響

仮説の図

• Study 1a: 横断調査
➜主観的上昇の文化差

• Study 1b: 横断調査
（パンデミック下）

➜主観的上昇の文化差

• Study 2: 縦断調査
（1年間）

➜幻想的上昇の文化差
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調査時期：2020年10月RECOVER projectのデータを二次利用

-回顧された人生満足感 (0-10):
“10 年前を振り返ってください。その時のあなたの人生は、どのくらいだったとお考えですか。”

-現在の人生満足感 (0-10):“あなたの人生は、最近どのくらいだとお考えですか。
「もっとも悪い」を0、「もっとも良い」を10として、０から１０であてはまる数字に○をつけ
てください。”

-人生のコントロールの感覚 (Lachman & Weaver, 1998) (1-7):
“私が欲しいものを手に入れられるかどうかは、自分次第である”

方法

n = 333 (年齢の範囲 = 19-74歳, 平均年齢 = 41.76, 女性 = 46%)

n = 312 (年齢の範囲 = 19-66歳, 平均年齢 = 38.72, 女性 = 52%)
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p = .008

ηp
2 = .01

p < .001, ηp
2 = .05

p < .010, ηp
2 = .01

結果

文化
(JPN = 0; US = 1)

人生満足感の
主観的上昇

(現在 – 回顧された満足感)

コントロール感β = .24***

β = .09*

→ .03

標準化間接効果 = .05***, 95%CI [.03 .08]

β = .21***

・現在の人生満足感は、パンデミックにより大きく低下。
・主観的下降は、アメリカの方が日本よりも弱い。
・その文化差は、アメリカのコントロール感の高さで説明可能。14



(回顧された) 過去 現在

回顧された過去

現在

現実的評価

コントロール感高い

コントロール感低い

過去

仮説の図

• Study 1a: 横断調査
➜主観的上昇の文化差

• Study 1b: 横断調査
（パンデミック下）

➜主観的上昇の文化差

• Study 2: 縦断調査
（1年間）

➜幻想的上昇の文化差
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n = 416 (年齢の範囲 = 20-72 years , 平均年齢 = 50.59, 女性 = 50%)

n = 318 (年齢の範囲 = 20-75 years, 平均年齢 = 40.48, 女性 = 48%)

Mturk & Lancersを用いた縦断調査

1. 1 年前よりも悪くなった
2. 1年前とほぼ同じ
3. 1年前よりも良くなった

人生満足感の主観的変化
“あなたは、あなたの人生が1年前よりも良く
なったと思いますか？”

現在の人生満足感 T1 & T2
“あなたの人生は、最近どのくらいだとお考えですか?” (0-10)

方法
調査時期：2019年3月、2020年3月

-人生のコントロールの感覚 (Lachman & Weaver, 1998) (1-7):
“私が欲しいものを手に入れられるかどうかは、自分次第である”
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実際に上昇(差が>0) 実際に同じ(差が0) 実際に下降(差が<0)

主観的に上昇 現実的評価 幻想的上昇 幻想的上昇
主観的に同じ 幻想的下降 現実的評価 幻想的上昇
主観的に下降 幻想的下降 幻想的下降 現実的評価

χ2 = 5.06, 
p = .080, 
V= .08.

結果

・幻想的上昇の割合がアメリカの方が有意に高い。
・ロジスティック回帰の結果、アメリカは日本よりも

1.43倍幻想的上昇を選びやすい。(現実的評価の群を参照とした場合) 17



文化
(JPN = 0; US = 1)

人生満足感の
主観的上昇 (1,2,3)

(実際の上昇を統制)

コントロール感
(T2)β = .32*** β = .30***

β = .07* → -.02

標準化間接効果 = .09***, 95%CI [.07 .12]

結果

・人生満足感の実際の変化を統制した上でも、
主観的上昇の文化差は、コントロール感によって説明された。
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【まとめ】
アメリカ人は日本人よりも、「人生を自分でコントロールできる」

という感覚が高いために、人生が以前より良くなったと答えやすく、
その主観的な変化は、実際の客観的な変化を反映したものではない。

総合考察

【限界と展望】
・全体的に、効果量が小さかった。
年齢の効果を考慮して、40歳以下を対象とする？(e.g., Busseri & Samani, 2019)

・コントロール感以外の文化的要因も考えられる。
➜過去の記憶の具体性(Guo et al., 2012)、
自己高揚動機(Heine et al., 1999; Wilson & Ross, 2000)

・現在から未来にかけての変化も、同じメカニズムが働いているか？19
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Thank you 
for your 

attention! 

ご清聴ありがとう
ございました! 

本研究はJSPS科研費 18J01883の助成を受けたものです。
本日のスライドは、千島の個人ページにもアップロードしています。
https://sites.google.com/view/yutachishima/home 21
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